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事業の報告
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上のカット･西成労働福祉センターの創設に

左藤大阪府知事より贈られた扁額
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当財団息大阪晴の代行的機関として､昭和37年10月1日に発足しましたので､第4年度を終る41年

3月末に(三､滴3年6カ月を経過したことになりますCこの間､大阪府の全面的ご助成､各関係行政

当局のご指導､広く社会各方面のご協力をいただきました｡深く諾意を表する次第でございますo

当財団の業務は､日雇労働者が常時密集している大阪市西成区の特定地域で､その就労を円滑にし､

あわせて福祉の向上をはかることを目的としております｡周知のように､昭和36年8月1日に､'労務者

によって行ほれた事件に対処して､大阪府は9月1日､労働部西成角圭を急設し､公の職業安定機関

に従はず､個人的手配で仕事についていた日雇労協者の福祉のため､無料の職業あっせんに着手し､こ

礼(･こ関連して､非合法な手配行為の排除に努めたのであります｡当期団はこれを受けつき､労働者の

無料酸業あっせんを柱に､その労働福祉にかかわる一連の業務-日雇労働者健環保険と同失業保険

加入の事務あっせん､職業･生活相談､医療と生活援助､常用化の促進など､特殊なこの地の労働事

情に対応して､一般職業安定機関とはおもむきを異にした､多面的な業務を運営してまいりました｡

本年度の事業成旗を見ますと､無料就労あっせんは､ 53万3千余名で､両年度の63万8千より少い

こと10万5千金､ 17.0%減と､可なりの減りかたで､甚だ残念なことでありますが､これはわが国にお

ける経済界の不況に影響されたことを如実に反映したものと見られます｡ただし､年度末の3月中旬

から就労糞則ま急上昇して､ 4月につすくと予想されますので､次年度は好成績が期待されますっ日雇

健保と同大尉ま､加入の勧奨につとめきしたが､前者がようやく1千名､後者が5高名を越えた程度

で､センターに集る労働者を5千と見れば､また充分といえず､次年度はこれを一層徹底させる必要

がありますっ　次に職業･生活相談や医療サービスの件数が若干増加したことは予想通りであります

が､労災補償の立てかえが本年度は特に多く､実数150余件､延2千件余､これにあてた金額は百万

円余にのぼりました｡一時立てかえですから､この80%はすでこ返金されておりますが､これで見て

も労働災害がいかに頻発するかを物語るものとして､業者側の安全対策とともに労勘考自らの労働安

全に努める亡､がまえの必要なことが痛惑されます｡また常用促進のための貸付けや援助も､前年とほ

ぼ同じで､移動がはげしい上に､特殊な社会的就労状態にある人達ですから､常用されることは､非

常に困難な条件の下にあるように見受けられます｡この点一層努力をつすける必要がありますが､昭

和41年4月から実施される港湾労働法で､この地域からも登録を受ける労働者が相当数あると予定さ

れますので､この登録から常用労働者へと安定化されることを期待している次第であります｡その他

詳細な具体的数字等については､後述の事業報告でご理解いただきます｡

ご承知のように､この地域の労働対策は､他と異り､複雑で特殊な社会問題もからみあっており､

この地域の福祉開発とともに､労働者の就労を確保し､更にその日常生活を向上せしめるためには､

多くの物的あるいは人的の社会資源が要請されるわけであります.どうか地域住民の各位をはじめ､

産業界､一般社会のたえざるご協力とご援助をお願い申上げます｡

終りに､当財団の運営にあたり､大阪席におかれましては､全面的補助をもって助成されるほか､

業務の運営その他についても､直接の指導と監督を賜り､愚認おくあたわざるところでありまして､

左藤大阪府知事､田中､高田両副知事をはじめ､同労働部職員各位に深厚な謝意を表する次第であり

ます｡また治安対策につきましては､大阪府警本部と地元西成警察署の特別な配慮にあずかっており

ますことに深謝申上げ､重ねて社会各方面のご支援をお願いして､ご挨&'といたしますっ

昭和41年4　月1日

財団法人　西成労拗福祉センター

理事長戸凶暴三

､ ､- ､､
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大阪府知事　左　藤　義　詮

西成労勤福祉センターが発足して､足かげ5年､労働福祉の諸事業が平穏桂に着々と進められてい

ることは､まことに喜びにええませんっこれ殻､ひとえに労働者の皆さんや､これを雇用される業界

の各位､さらには地域住民の方々､治安当局､社会各方面のご協力とセンター職員の努力の賜であり

まして､ここに厚く謝意を表するものであります｡

本靖では､昭和36年9月1日､西成の地域に労勤部西成分室を開設し､公の競業安定機関を経ず､

日々の就労に無理をしている日雇労樹者のため無料就労あっせんをし､その他必要に応じた労働福祉

対策を実施するとともに､これに関連して雇用にともなう違法な手配行為の排除に努めたのでありま

すが､この地域の特殊春情を考慮した上､単に法的措置だけにととまらず､もっと巾広い労勧福祉対

策を立案､これを実施するための公益法人の創設を企画しましたところ､さいわい住友生命保険相互

会社長(現同会長)芦田泰三氏はじめ各界有力者のご協力により､ 37年10月､財団法人西成労働福祉

センターが設立されました,こうした歴史的経過のもとに､本盾といたしましては､センターの蚕莱

運営にあたり､これを全面的に助成､今日にいたっているわけであります｡

この地域における日雇労働者の就労を安定させること枝､なかなか困難な条件にあることは周知の

通りでありますっ　しかしここに集る1万数千名にものぼろという､豊'Bな労甥力は､大阪阻こおける

産業界の発展に大きな土台となって寄与していることに思いをいたし､是非とも正常な就労状鰻にな

ることを期待するのでありますが､特に大阪､堺両港の開発､万国博覧会開催等をま近かにして､豊富

な活力ある労働源が要請される折から一層この地域の労勘関係の正常な薗立を切望してやみません｡

こうした大きな日的達成には､単なる法的措置や-法人の限られた業務だけては､十分効果をあげる

ことか至って困難と所存きれますので､産業界をはじめ､地元の各位､社会各方面の強力なご支援を

お願いし､あわせてセンターの業績の発展を期待して､ご挨拶申上げます,

西成労勘福祉センタが昭和41年3月31日までiこ取扱った就労件数は､

港労法を契機に　大阪揃'&前歯朗室割にの角も含めて､ 2･235･500名にのぼり､月中

就労安定を促進　言霊崇等_oiiPio詰るとききましたっ職員各位のご努力､まこと
センターは無料就JjJあっせんのほか､日雇労鈎者健康保険や同失業保大昔警部長茂絹業患嵩紫監禁警務課　e
移動がはげしく､生活も一定せず､その就労安定をほかるたげでも､む

すかしいことであるのに､さらに､周辺では違法な手配行為が往々見う
けちれこれを排除する方策も考慮されなければならない条件下にあります｡勿論一朝一夕で改善さ

れるような安寿なものでまないかも知れませしか､当面求人快事の改善指等とともに､これら違法な

中間介在的存在の排除について､積極的な対策を講ずる必要がありますっわれわれ関係者といたしま

しては､各方面の社会資源のご協力を得て､更にこの地域の労鰯福祉を一層開発することに努める所

信でございます,この4月1日に港湾労助演が一部実施され､大阪港における･耀労開陳もその適用を

受けることになりますが､このことはセンターから就労する人心こも､大なり小なりの影響を来たす

ことが必定と予測されますので､これを-契機として､西成地域の就労システムが改善され､向上に

向うよう期待いたします,

幸い､センターの業務が順謝こ進められておりますことは､雇用主や地域住民の方々のご協力によ

るものであり､特に警備や治安対策について肢所轄西成警察署のご尽力に負うところが多く､各位に

深謝申上げます,なお､当大阪席としてほセンターの業務運営について､これに支障ないように助成

し､事業のあり方等についても指導と協力をいたしますので､今後とも関係各位のご支援を一層お願
い申上げます⊃
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昭和41年3月31日

名　誉　役　員

会　　　長

大　阪　府　知　事　左　藤　義　登

副　会　長

大　阪　府副知事　田　中　檜　-

大　阪　府副知事　高　田　敏　一

大　阪　市　助　役　中　尾　正　平

顧　　　　問

大　阪　市　長

大阪府議会議長

大阪市議会議長

大阪府公安委員長

大阪商工会議所会頭

四天王寺　買　主

天　理　教　真　柱

理事及び監事
理　事　長

住友生命保険相互会社会長

ノFi

専務理事　　　　　　松

理　　　事

株式会社　大林組　社長

大　林　芳　郎

大阪読売新聞社常務取締役

栗　山　利　男

鴻池運輸株式会社　社　長

鴻　池　藤　一

上　官　学　園　長　小　林　大　鼓

株式会社駒井鉄工所　社長

駒　井　英　二

毎　日　放　送　副　社　長

坂　田　勝　郎

産経新聞社　副社長

沢　村 義　夫

株式会社　辰巳商会　社長

四　百　忠　蔵

株式会社　銭高組　社長

銭　高　輝

大阪府立社会事業短期大学長

伊　藤

社会福祉法大西恩学園理事長

林

作　　　　　家　　藤　沢

朝日新聞社大阪本社代表取締隻

進　藤

天　理　教大阪教区長

松

評　　論　　家　　村

事

大阪晴男勧部長　　山

大阪商工会議所専務理事

重

大阪南民生部長　井

大阪市民生局長　閑

退任の役員

名誉役員の退任

前　田　治一郎　元大阪商議会議長

井　上　五　郎　元大阪市議会議長

野　田　　　孝　元大阪府公安委員長

理事の退任

橋爪恭一覿難童社会事業

益田豊彦辣諾社政経

監事の退任

中田理夫譲離鵜護

福　定　泰一郎　元大阪府民生部長

橋　　　　　憲　元大阪府労鋤部長
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理　　事　　会

昭和40年度理事会は次の通り行われた｡

日時　昭和40年生月28日(衣)

自午後2蒔10分～至午後4時10分

場所　大阪市北庭中芝畠2丁目16番地

住友生命保険相互会社4階会議室

理事出席者　芦田泰三･松尾純娃･駒井英二･村

山)ウ･ (代理出席者)四日忠蔵･栗山利男･

沢村義夫･ (委任状提出)大林芳郎･小林大巌

･城南舞と･伊藤醇･藤沢桓)､･進藤次郎･松

永姦通,林文運･鴻池藤一･坂田麟郎

監事出席者　橘憲･ (代理出席者)里到達三良

霞　事

松電専務理事より役員の出席に関し､理事17名

車出稿の理事(生霊を含む) 7名､委任状10通監

事4名の内､出席の監事2名(代理を含む) ､し

たがって本理TIr会.魚雷附行為第17条2頁により会

議の成立することをのべ､ひきつづき芦田理事長

より挨拶､寄附行潟第17条により芦田理事長議長

となり議事に入り､議長より松尾専務理三甲こ業務

報告方を求めた｡.

松尾専務理三両ま別紙昭和40年度理蔀会議案の業

薪報告(P.3-P.12)を詳細にわたり説明､芦

田議長より日雇労働着健i束保険および)1)'務者旭,労

状態の現況について質問あり､松尾専務理事より

説明があり､次の順序で議三組こ入る｡

第1号議案　昭和39年度歳入歳出決算ならびに会

計監査結果報告に関する件

議長は事務局に第1号議案の説明報告方を求め

指名により小川総務部長が期紙理事会議案(P

19-P.24)の所要の報告事項を説明､橘監事

より会計監査の結果適正である旨報告あり､質

短応答ののち､議長は議案の採決を諮ったとこ

ろ全員異議なく承認可決した｡

第2号議菓　昭和40年度歳入歳出予算ならびに軍

業計画に関する件

第3号議案　労働者福祉資金特別会計に関する件

昭和39年度歳入歳出決算の件

昭和40年度歳入歳出予算の件

議長より第2号議案､第3号議案は関連するた

め一括堤案の発議あり､松尾事務理三両ま勅｣紙議

案(P 16-P 17)記載の40年度事業計画につ

いて､小ji総務部長は昭和40年度予算案(議案

p.25-P 30)を詳述議長より議案の採決を諮

り､全員異議なく承認可決した｡

ひきつづき小川総務部長は別紙議案(P 31～

36)にもとすき､労勘考福祉資金特別会計歳入

歳出決算および40年度予算について報告全員異

議なく承認可決した｡

第4号議案　職員就業規則改正に関する件

第5号議案　職員退職手当支給規程に関する件

議長は､第4号議案､第5号議案は関連するた

め一括捷案の発議があり､松尾専務理事より第

4ならびに第5号議案捏案の理由についてこの

2位は財団職員組合の要望によって上程､審議

を求めることを説明､第4号議案は､就業規則

による職員の定年に関し､組合は職員(管理職

を除く)の定年を65才まで延長することを要求

したことに対し､専務理一軒よ組合に対し､従来

のいきさつを詳述し､一般社会の通念を熟考し

た上､全職員を一事に60才とし､なお必要を認

めた時は3年間の延長を設けることを堤示した

が､妥結を見なかったので､理事会で蕃議され

たいことを提案した｡

これについて､芦田理事長は橘監三両こ､大阪府

等における同伴の規制などについて説明を求め

同監事は､同凧こおける現状と､近さ将来の同

府の外か〈団体の本問題に関する予測等につい

て説明した｡つづいて駒井理事が一般社会にお

ける定年制の実態について詳述したが､各理辞

監事の結合された意見は､社会一般の定年に関

する通念は55オー60才までが大かたの実状であ

るから､この線に添って処することに賛成の意

見が多かった｡しかし､松尾専務理事は､なお

摸重にとりはからうことにし､本件については

更に大阪府労働部首脳部と協議した上､成案を

まとめ､理事長の決裁を得て､就業規則第42条

の改訂を実施したき旨の提案あり､全員これを

諒承し､捕こ両親flij､附則(2)適用年月日を

昭和40年4月1日とすることについて議長より

発議､全員異議なく承認可決した｡

第5号譲葉は松尾専務理事が別紙印刷の本財団並

びに他団体の職員退職手当支給比較表を提示

し､本財団職員組合が要求している昇率はもっ

ともなことと思料されるので､妥当な支給率に

改訂されたいことを堤案した｡これについて議

長は､さきに堤示された大阪府外か〈団体等の

支給率について橘監三両こ質凝し､橘監事より応

答あり､ひきつづき駒井理事より民間の退職手

当支給についての実態の説明と本財団職務の特

殊性から､退職金の可及的昇率支給の妥当性に

ついて賛意を表し､議長もこれを諒承し､各理

事に賛否を諮ったところその賛同あり､松尾専

務理事は本件に関しては､昭和40年度は予算が

すでに決定しているので､昭和41年度予算折衝

において府労働蔀首脳部と協議し､理事会で決

定した意向を参酌の上､予算の可能な範囲で昇

率改訂し､理事長の決裁を得て決定したき旨の

堤案あり､全員これを承認し可決した｡

議長より全議案蕃議の結果を改めて報告し､議

事録の可決について､かさねて賛意を求め､全員

異議なく承認可決したので出席の理≡印こそれぞれ

署名捺印を求めた｡

昭和40年4月28日

理事会議長
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